
2025 年 3 月 14 日

平日 14 時 30 分から 17 時 30 分まで

休業日 10 時 0 分から 16 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケー
ション

人間関係

社会性

主な行事等

●新入生を祝う会（4月）、卒業生を見送る会（3月）を行います。
●毎月1回（第3土曜日）、1日を通して活動できる日を提供します。
●季節に合った行事を提供します。（お花見・まつり・クリスマス会等）
●他の事業所及び外部の団体との交流を図ります。（長期休暇）

営業時間 送迎実施の有無 あり（待ち合わせ場所及び時間については、契約時要相談）

家族支援

●年に1回の保護者会開催、そして定期的に保護者面談（モニタリングも含む）を実施します。
●ひとつ星の取り組みの様子を報告する「星だより」を随時発行します。
●メール活用等、気軽に相談ができる環境を作ります。 移行支援

●学校、相談支援員、行政、他事業所との連携を取り、必要に応じて担当者会
議を開催するなど、児童にとって必要な社会資源との連携を取ります。

地域支援・地域連携

●地域の施設利用：図書館、児童館、体育館等、地域の公共施設を利用し、地域資源を活用します。
●地域との連携：市内の児童部会の会議へ参加し、情報共有を図ります。
●災害時対策：多くの児童が通うろう学園及びバックアップ施設の「ふれあいの里・どんぐり」と
　連携を取り、災害時の対応力を高めます。 職員の質の向上

●職員会議を毎月実施します。
●計画的に職員研修を企画し、意識向上に努めます。
●ミーティング等を活用し、職員同士で情報共有及びそれぞれの職員の役割や
支援内容を確認していきます。

支　援　内　容

本
人
支
援

●朝の会やおやつタイムの時間を用いて、子ども達の健康の確認をします。
●意思疎通が困難な児童がいるため、普段の様子を十分に観察し、些細な変化にすぐに気付けるようにします。
●予定など、見てわかるものを提示し、それぞれの子どもが情報を獲得し安心して取り組みへ参加できるよう情報保障していきます。

●調理や感覚遊び等、遊びの活動を通して「視覚」「嗅覚」「触覚」「味覚」等の聴覚以外の感覚を感じさせる支援をします。
●集団遊びやスポーツ活動を通して、集団のルールを身につけ、また自分たちらしく遊びの工夫ができるよう支援をします。
●地域や他事業所との交流の場を作り、遊ぶ内容の幅を広げられるようにします。

●朝の会を実施し、1日の活動内容の確認、自主活動の内容決めをすることで先の予定を見通した行動ができるよう支援をします。
●放課後の活動時間ににおいて、事前に天候・活動時間等の情報を獲得した上で、自分のしたい活動内容が決めることができるよう支援をします。
●帰りの会を実施し、その日の振り返りを子ども達どうしでできるようにします。

●手話、身振り、イラスト、写真等の視覚的なコミュニケーションを積極的に取り入れ、意思疎通が図れるように支援します。
●様々な場面において、子どもたちの「思い」が言葉（手話）で他者へ伝えらえれるよう支援をしていきます。
●子ども一人ひとりのちから、環境に応じて子どもに合ったコミュニケーション支援をしていきます。
●子ども個々の発達に合わせたコミュニケーション支援をします。

●個の遊び・集団遊びのバランスを取りながら人とのかかわり方を身につけられるよう支援をします。
●子ども集団での取り組みを通して社会的なルールの理解、共に楽しむ力が育つよう支援をします。

法人（事業所）理念
聴覚障害児、ろう重複児、またきこえに不安のある子どもたちが、放課後や長期休暇等において聴覚障害児が安心して楽しく仲間ともに成長していくことを保障していきます。

支援方針
●聴覚障害児やろう重複児、きこえに不安がある子どもたち安心して様々な活動へ参加できるよう支援をしていきます。
●聴覚障害児が成人後「きこえなくても自分らしく生活ができる」ことを念頭におき、コミュニケーション中心とした支援をしていきます。

事業所名 放課後等デイサービス　ひとつ星・さかど 支援プログラム 作成日
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